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JENESYS2019 ASEAN 招へい第 26 陣の記録

青少年スポーツ交流（サッカー），対象国：ASEAN4 か国

（カンボジア，ラオス，マレーシア，ミャンマー）及び東ティモール

１．プログラム概要

対日理解促進交流プログラム「JENESYS2019」の一環として，ASEAN加盟 4か国（カ

ンボジア，ラオス，マレーシア，ミャンマー）及び東ティモールより，サッカー U-19代

表の高校生や大学生及び各国サッカー協会役員関係者等 113名が，2020年 2月 24日～3
月 1日の 6泊 7日の日程で，「青少年スポーツ交流（サッカー）」をテーマとしたプログラ

ムに参加しました。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で日程が一部短縮されましたが，訪日団は，鹿児

島県を訪問し，日本サッカー協会によるテーマ関連講義の聴講，各国と日本の高校生の交

流試合という貴重な体験を通し，国を越えた交流が行われました。 また，指宿市考古博

物館を訪問，文化体験を通じ，市民との交流，日本人・日本文化への理解を深める機会を

持ちました。一行はプログラム中，各々の関心事項や体験について SNSを通じて対外発

信を行いました。

【参加国・人数】ASEAN4か国（カンボジア 22名，ラオス 22名，マレーシア 23名，

ミャンマー23名），東ティモール23名
【訪問地】東京都，鹿児島県

２．日程

２月２４日（月）【来日】

東京都から鹿児島県へ移動

【オリエンテーション】

２月２５日（火）【スポーツ交流】国別練習

【講義】公益財団法人日本サッカー協会

「日本のサッカーにおけるアジアの貢献」

２月２６日（水）【スポーツ交流】交流試合

ミャンマー

【日本文化体験】指宿市考古博物館時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ
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２月２７日（木）【スポーツ交流】交流試合

東ティモール，ラオス

【市民交流】指宿市考古博物館時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ

２月２８日（金）【スポーツ交流】交流試合

マレーシア，カンボジア

【市民交流】指宿市考古博物館時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ

２月２９日（土）【スポーツ交流】交流試合

３月 1日（日） 【離日】マレーシア

３月２日（月） 【離日】カンボジア、ラオス、ミャンマー、東ティモール

３．プログラム記録写真

2月 24日【オリエンテーション】
2月 25日【講義】

公益財団法人日本サッカー協会

2月 26日【スポーツ交流】

ミャンマー

2月 26日【日本文化体験】

指宿市考古博物館
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2月 27日【日本文化体験】

指宿市考古博物館

2月 27日【スポーツ交流】

東ティモール

2月 27日【スポーツ交流】

ラオス

2月 27日【スポーツ交流】

サッカー試合

2月 28日【スポーツ交流】

マレーシア

2月 28日【スポーツ交流】

カンボジア
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2月 28日【スポーツ交流】

サッカー試合

2月 29日【表彰式】

2月 29日【参加者間交流】 2月 29日【参加者間交流】

４．参加者の感想（抜粋）

 学生 カンボジア

日本の暮らしや文化は，お互いを尊重しあっています。日本人はみんな親切で，日本

の景色が良かったです。 料理が美味しくて，どこでも衛生的であったことに感動しま

した。帰国後は，日本の美しい景色や日本で心地よく過ごせたこと，美味しい料理，

きれいなサッカー場，インフラ，日本人の心の美しさや親切さ，きれいな山林などに

ついて伝えたいと思っています。

 学生 ラオス

宿泊先に大変感動しました。最新の設備で食事が大変美味しく，スタッフはとても親

切でした。日本人が礼儀正しく，敬意を持って接してくれたことは，とても印象に残

っています。マナーの良さ，清潔さ，フレンドリーさ，時間に正確であることに，本

当に感銘を受けました。ラオス人に，日本のことを知ってもらえるよう発信を続ける

つもりです。
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 学生 マレーシア

最も良かったことの一つは，日本に訪問して，見識を広げたことです。日本は清潔で，

人々がとても親切でありますが，日本の商業者や住民は，日本語以外に英語を使って

交流することに対し，もっと上手になる必要があると感じました。交流して親交を深

める貴重な体験が出来たことは嬉しいです。私はこのプログラムについてソーシャル

メディアに投稿し，多くのマレーシア人に発信したいと思っています。

 学生 ミャンマー

指宿市考古博物館 時遊館 COCCOはしむれにおける勾玉体験が楽しかったです。と

ても印象に残りました。 日本の高い生活水準，優れた管理能力，規律を守ること，温

かい友好関係が素晴らしいと思いました。日本を滞在した日数は短く，もっと時間が

あると良いと感じました。友達や家族に日本はとても美しい国だったと話すつもりで

す。

 学生 東ティモール

東ティモールの人々にJENESYS 2019プログラムを広めるほか，FFTLにもJENESYS
2019サッカーを広めていきたいです。日本の文化を見ることが出来てとても嬉しかっ

たです。素晴らしいうえに伝統的，文化的でした。一般に日本人はきわめて勤勉で自

らの手で作ったものを利用しています。博物館で私が見た物は，私達が親しみを感じ

た鹿児島の人々にとって，大変役立つ伝統をもとに作られています。日本人の皆さん

に私達の大きな感謝の気持ちを伝えたいです。ありがとうございました。

５．受け入れ側の感想（抜粋）

◆ 大会関係者

今回の JENESYS2019 青少年サッカー交流大会において，ASEANおよび東ティモー

ルのサッカーのレベルの急速な向上には驚かされました。また，参加した選手やスタ

ッフからは，「今回のプログラムを通じて日本の文化に触れることができ，サッカー

においてはもちろん，サッカー以外でも日本と参加国の将来の友好的な関係が楽しみ

です。」といった声が聞かれました。我々も今回のプログラムが今後の日本と ASEAN
及び東ティモールの更なる関係性の構築の一助となることを心より願っています。

 鹿児島県指宿市

東南アジア、日本の青少年が、サッカーを通じ交流し、また熱いプレーを見せていた

だいたことに感動しました。指宿市の高校生と東南アジアの青少年との直接的な交流

は、新型コロナウイルスの影響で残念ながらできませんでしたが、日本文化を感じて

いただけるプレゼントをすることができたことは、本市の青少年にとっても、国際理

解を深めていくうえで貴重な体験となりました。各国の皆さんには、ぜひまた指宿市

にお越しいただきたいと思っております。

６. 参加者の対外発信
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カンボジア：鹿児島県で JENESYS2019
最終日の様子を発信 JENESYS2019プログ

ラムに参加でき，とても嬉しい。

ラオス：ラオスサッカー連盟－19歳以下

のトーナメントの様子を発信

マレーシア：最後の日の食事会を発信

日本食は美味しい。交流し親交を深めた。

ミャンマー：Jenesys2019プログラムで

の活動を発信 いろいろなことを体験

東ティモール：スポーツ交流試合を発信

スポーツの成果と日本での貴重な経験。

７．帰国後のアクション・プラン発表（抜粋）
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アクション・プランの発表(カンボジア)
カンボジアに戻ってからのセミナー

カンボジアに戻ってから，私たちは 2020
年 3月中に JENESYS 2019の成果発表会

を行う予定。場所はセンターとバティー

サッカー学校である。私たちは，日本へ

の渡航，国内の移動の様子，滞在の様子，

おいしい日本の食事，衛生面でのレベル

の高さ，日本文化館 COCCOでの骨董品

見学，勾玉ペンダントづくり，日本の美

しい景色，日本チームならびに ASEAN
各国との試合の様子を紹介する。

アクション・プランの発表(ラオス)
チームのアクション・プラン

Who 誰が : 事業の参加者全員

Where どこで : 出身地，スポーツ競技場

（サッカー場），学校

When いつ : 2-3週間以内

Whom 誰に : 事業に関心がある対象者，

スポーツ選手，後輩達

What何を : 日本人の文化，料理，生活の

ほか，日本サッカーの歴史について。サッ

カー競技会を経て事業に参加した者とし

て，各国との競技を通じ，各種スキルを学

ぶ機会に恵まれたこと。特に，高いスキル

とチームワークを兼ね備えた日本チームと

競技することで得るものが多く，素晴らし

い経験となったこと。

How どのように : サッカー談義ができる

活動。



8

アクション・プランの発表(マレーシア)
日本で学んだこと

◆礼儀

・日本人は常に感謝を伝える。

（試合の後に）

・礼儀正しい。

（一般の人々のように優しく話す）

◆文化

・時間を守る。（バスの運転手）

・挨拶を交わす。

（日本の選手と会ったときに）

・箸を使って食べる。

・濡れていないトイレを使う。

上記のことを伝える。

どのように？

・日本について話をする。

・家族に対して。

・ソーシャルメディアにアップロード

する。

・家にいるときに実践する。

どこで？・家，宿舎，学校

誰に？ ・家族，友人，社会

いつ？ ・休暇の時・週末・月末

アクション・プランの発表(ミャンマー)
日本（サムライランド）での経験を 90日以

内に両親，兄弟，親戚，友人と共有する。

■共有するコンテンツ：

・清潔さ

・時間厳守と時間の尊重

・親しみやすさ

・規律正しさ

・現代的な設備が整ったサッカー場

・高度なトイレ施設

ミャンマーサッカー協会の役員に，

「JENESYS2019 青少年サッカー交流プロ

グラム」トーナメントのシステムとその実

施方法を説明する。また，同様のトーナメ

ントをヤンゴンで開催することを推奨す

る。さらに，このプログラムの経験や日本

がいかに進んでいるか，訪問した場所をビ

デオスライドで共有する
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アクション・プランの発表

(東ティモール)
◆トレーニングキャンプにおける廃棄物

削減に取組む（４段階で実施）

◆日本で学んだことや情報を，自国にい

る家族や友人と共有する。例えば，日本

に関する情報や日本での経験など。この

アクション・プランを所属チームの選手，

コーチやスタッフに伝える。コーチやス

タッフはさらに関係者に広める。

東ティモールサッカー協会(FFTL)のサイ

トを使って，今回のチームの経験や日本

人との交流の様子や日本文化・日本人に

ついて伝える。また日本のサッカー関連

の施設や宿泊施設についても伝える。

事業実施団体：株式会社ＪＴＢ


